
有
田
川
町
少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
中
学

生
が
日
頃
の
生
活
を
通
し
て
感
じ
て
い
る

こ
と
や
考
え
て
い
る
こ
と
を
発
表
す
る
こ

と
に
よ
り
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚

を
高
め
る
と
と
も
に
、
中
学
生
に
対
す
る

町
民
の
理
解
や
認
識
を
深
め
、
青
少
年
健

全
育
成
活
動
の
一
助
と
し
て
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す
。

今
年
は
、
町
内
4
中
学
校
か
ら
総
数

6
2
2
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
一
次
選

考
を
通
っ
た
23
作
品
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
の
作
品
は
、
日
本
語
、

言
葉
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
言
語
に
関
す
る
こ

と
、
祖
母
、
弟
、
友
達
な
ど
自
分
の
身
近

に
い
る
人
物
に
関
す
る
こ
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

や
平
和
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
に
関
す

る
こ
と
、
学
校
生
活
、
思
春
期
の
心
の
葛

藤
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て

い
ま
し
た
。
時
代
を
超
え
て
も
変
わ
ら
な

い
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
切
り
口

や
着
眼
点
に
は
、
そ
の
時
代
の
特
徴
が
よ

く
反
映
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
主
張
の
展
開
や
話
の
内
容

が
論
理
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
、
中

学
生
ら
し
い
み
ず
み
ず
し
く
鋭
い
感
性
が

感
じ
ら
れ
る
も
の
、
単
に
自
分
の
体
験
を

述
べ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
提
案
や
意
見
を

社
会
的
、
一
般
的
な
も
の
と
し
て
実
践
し

て
い
こ
う
と
い
う
意
欲
が
感
じ
ら
れ
る
も

の
9
作
品
を
選
出
し
、
8
月
20
日
（
日
）

に
有
田
川
町
少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
発
表
さ
れ
た
皆
さ
ま
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
ど
れ
も
素
晴
ら
し
く
、

若
者
ら
し
い
広
い
視
野
と
柔
軟
な
発
想
、

創
造
性
に
あ
ふ
れ
た
内
容
で
、
発
表
も
中

学
生
ら
し
い
は
つ
ら
つ
と
し
た
も
の
で
し

た
。応
募
し
て
く
れ
た
中
学
生
の
皆
さ
ま
、

こ
れ
か
ら
も
今
回
の
経
験
を
生
か
し
、
他

者
を
思
い
や
る
心
と
大
人
に
な
っ
て
も
自

分
で
考
え
て
い
く
た
く
ま
し
さ
を
身
に
付

け
、
未
来
に
向
か
っ
て
、
大
き
く
羽
ば
た

い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

優
秀
作
品
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

講 

評

令
和
5
年
度 

有
田
川
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
主
催

有
田
川
町
少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ

「「
あ
た
り
前
」
が
で
き
る
幸
せ
」

石
垣
中
学
校
１
年

上
西 

彩
友

「
平
和
の
バ
ト
ン
を
、
日
本
か
ら
世
界
へ
」

吉
備
中
学
校
３
年

佐
々
木 

杏
奈

「
こ
れ
か
ら
の
マ
ス
ク
生
活
に
つ
い
て
」

金
屋
中
学
校
２
年

河
野 

志
音

「
命
の
大
切
さ
、
尊
さ
」

吉
備
中
学
校
１
年

中
尾 

未
来

「
た
っ
た
一
人
の
一
言
で
」

吉
備
中
学
校
２
年

塩
﨑 
梨
温

「
未
来
へ
残
せ
！
地
域
の
思
い
」

八
幡
中
学
校
２
年

白
藤 

絢
士

「
友
達
と
は
」

吉
備
中
学
校
１
年

中
上 

心
花

「
思
い
や
り
の
ポ
ケ
ッ
ト
」

吉
備
中
学
校
３
年

松
坂 

美
奈

「
あ
な
た
の
名
前
は
何
で
す
か
？
」

吉
備
中
学
校
３
年

江
川 

好
香

最
優
秀
賞

優
秀
賞

入
賞

有
田
川
町
少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
審
査
委
員
長

小
川
小
学
校
校
長
　
林
　
寿
和
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